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２
月
２
日
、
送
水
管
の
保
守
管
理
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
ひ
と
っ
は
毎
年
行
っ
て
い

る
送
水
管
の
測
量
で
す
。
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

の
高
さ
を
測
定
し
て
、
何
か
問
題
に
な
る
こ

と
の
予
兆
は
な
い
か
調
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ

何
年
も
の
間
測
定
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
送
水
管
の
漏
水
補
修
も
行
い
ま
し

た
。
従
来
、
接
着
剤
の
封
入
や
、
シ
リ
コ
ン

シ
ー
ラ
ン
ト
剤

の
充
填
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、

専
用
の
補
修
材

を
購
入
し
た
の

で
、
そ
れ
を
使

用
し
ま
し
た
。

　

充
填
剤
と
接

着
剤
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
も
の

で
、
少
量
の
水

を
使
用
す
る
こ

と
で
接
着
が
可

能
に
な
る
も
の

で
す
。

　

送
水
管
の
延

長
は
１
８
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
椹
野

川
か
ら
汲
み
上
げ
た
農
業
用

水
は
、
こ
の
管
を
流
れ
て
、

地
区
の
圃
場
全
体
を
潤
し
て

い
き
ま
す
。

　

送
水
管
の
中
間
部
分
に
は
桝
が
残
っ
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
か
っ
て
、
椹
野
川
か

ら
の
取
水
が
で
き
な
い
時
代
に
は
、
九
田
川

（
送
水
管
の
北
側
の
水
路
）
か
ら
汲
み
上
げ

て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
困

難
な
時
代
を
経
て
、
今
日
が
あ
り
ま
す
。

自治会緊急連絡網にご参加ください

メールの場合は左

上のQRコード

　

１
月
30
日
、
令
和
６
年
度

多
面
的
機
能
支
払
中
国
四
国

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
島
根
県
松

江
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
「
く
に
び
き
メ
ッ

セ
」
と
い
う
施
設
で
す
。
中

国
四
国
各
地
区
か
ら
８
５
０

名
を
越
す
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
中
国
四
国
農
政

局
最
優
秀
賞
の
団
体
の
事
例

発
表
も
あ
り
、
先
進
的
な
活

動
団
体
の
状
況
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
最
優
秀
団
体
は
鳥

取
県
八
頭
町
「
下し
も
ま
ち
み
ど
り

町
水
土
里

会か
い

」
さ
ん
で
す
。
女
性
の
活

躍
が
目
覚
ま
し
く
、
農
業
生

産
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
重
要
な
活
動
を
展

開
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
な
る
「
田
園

回
帰
の
時
代
～
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
創
る
～
」
で
は

各
地
の
事
例
を
学
び
ま
し
た

が
、
外
部
の
人
材
を
招
き
い

れ
る
こ
と
で
、
関
係
人
口
を

増
や
し
、
地
域
の
魅
力
に
磨

き
を
か
け
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
草
刈

り
を
「
イ
ベ
ン
ト
」
に
す
る

考
え
も
気
に
な
り
ま
し
た
。

測量機械の扱いは経験が必要

ヒューム管の継ぎ目を中心に念入りに調べながら、慎重に手当

中四国9県から集まった参加者の熱気に包まれた会場（1月30日）

中
国
四
国
多
面
的
支
払
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
国
四
国
多
面
的
支
払
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
inin
島
根
で
先
進
事
例
を
学
ぶ

島
根
で
先
進
事
例
を
学
ぶ

送
水
管
の
保
守
管
理
と
漏
水
対
策
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事 業 名 等 事 業 費 

 

浸浸水水対対策策のの強強化化  

近年、全国各地で豪雨災害が激甚化・頻発化しており、本市でも、令和５年６月から７月

にかけての大雨では、市内の広範囲で住宅の浸水や道路の冠水、さらには道路の崩落と

いった甚大な被害が発生し、令和６年にも大雨による浸水被害が発生しました。 

こうした浸水被害から、市民の生命や財産を守るため、防災および減災対策を一層強化・

加速化します。 

 

 雨雨水水管管理理総総合合計計画画のの策策定定 【下水道整備課、河川治水課】＜＜企企業業会会計計＞＞  80,000 千円 

 近年の降雨量の増加など、気候変動の影響を踏まえた下水道による浸水対策を実施

すべき区域や対策目標等を定める「雨水管理総合計画」については、令和８年度の策定

に向けて、これまでの浸水被害状況など地域毎の概況の整理や既存水路等の現地測量

調査を実施してきました。令和７年度は、浸水要因分析と地域ごとの課題を整理するた

め、これまでの調査を踏まえて浸水シミュレーションを行います。 

 

 公公共共下下水水道道浸浸水水対対策策のの推推進進  公共下水道事業【下水道整備課】＜＜企企業業会会計計＞＞ 124,000 千円 

 重点的に浸水対策を講じる地区において、雨水排水施設の整備を行います。令和７

年度は、小郡下郷地区長通り雨水幹線の整備を実施します。 
 

□充E  
浸浸水水常常襲襲地地帯帯ににおおけけるる浸浸水水対対策策のの強強化化  

小小郡郡八八方方原原地地区区ににおおけけるる排排水水ポポンンププ設設備備のの導導入入  
 

○新 E  移移動動式式排排水水ポポンンププ設設備備のの導導入入  水防活動業務【防災危機管理課など】   123,200 千円 

□充E  ポポンンププ排排水水にに係係るる排排水水管管整整備備工工事事のの実実施施  総合浸水対策事業【河川治水課】  30,000 千円 

 

浸水常襲地帯における内水氾濫等による浸水被害の軽減を図るため、移動式排水ポ

ンプを活用し、排水業務の強化を行っています。 

令和７年度は、令和５年６月から７月の大雨災害、令和６年７月の大雨災害において、

特に浸水被害の大きかった小郡八方原地区における浸水被害の軽減を図るため、新た

に移動式の排水ポンプ設備の導入およびポンプ排水に係る排水管整備工事を行いま

す。  

 

 
    

 

 総総合合浸浸水水対対策策事事業業【河川治水課】  ＜＜再再掲掲＞＞  55,581 千円 

 重点的な浸水対策として、転倒ゲートの設置、取水ゲートの整備、雨水排水路の整

備、雨水貯留槽の設置、住宅における雨水浸透ます等の設置費用への助成などの取組

を進めます。   
 

□充E  河河川川改改修修のの推推進進【河川治水課】 計 217,700 千円 

 油川（宮野）、大塚川（平川）、仁保地川（宮野）、綾木川（鋳銭司）、千坊川（小鯖）の河

川改修を計画的に進めます。  

令和６年７月１日からの大雨による浸水被害 

排水ポンプ設備の導入 
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1号コンクリート⾕⽌⼯
L=28.0m H=7.0m V=361.0㎥
b=1.50m m=0.20 n=0.20

（R11計画）

S57既設コンクリート⾕⽌⼯

⼭⼝県⼭⼝市⼩郡上郷字⼋⽅原 地内
平⾯図 S=1：5,000

5

流 路 ⼯ 5

（R8計画）

（R9計画）

4号コンクリート⾕⽌⼯
L=29.0m H=6.0m V=303.4㎥
b=1.50m m=0.20 n=0.15

（R10計画）

4号コンクリート⾕⽌⼯
L=27.7m H=5.0m V=236.1㎥
b=1.50m m=0.25 n=0.00

2号コンクリート⾕⽌⼯
L=22.5m H=6.0m V=244.8㎥
b=1.50m m=0.20 n=0.20

（R8計画）
⼯事⽤道路
L=500m

⼯事⽤道路
L=130m

⼯事⽤道路
L=160m

　

配
水
路
の
中
で
泥
上
げ
の
出
来
な
か
っ
た

部
分
に
つ
い
て
、
業
者
さ
ん
に
お
願
い
し
て

除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
山
か
ら
の
水
の
流
入
の
た
め
に
流

れ
が
せ
き
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
土
砂

が
大
量
に
堆
積
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。

３
ト
ン
近
い
土
砂
が
除
去
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
長
寿

命
化
事
業
は
西
ノ

池
農
道
南
側
水
路

（
水
路
２
Ｂ
）
の

嵩
上
げ
工
事
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
の

工
事
の
延
長
部
分

と
な
り
ま
す
。

　

工
事
に
関
し
て

は
自
主
施
工
部
分

が
必
要
と
な
り
ま

す
。
該
当
部
分
の
除
草
・
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
水
田
側
の
雑
草
、

水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に
こ
び
り

つ
い
た
泥
や
コ
ケ
な
ど

を
丁
寧
に
除
去
し
ま
し

た
。

　

長
寿
命
化
事
業
は
、

当
初
の
計
画
で
、
施
工

個
所
を
決
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
５
年
計

画
の
最
終
年
、
令
和
６

年
３
月
に
国
の
農
業
基

本
法
の
改
正
が
あ
っ
た

た
め
に
、
新
五
年
計
画

を
定
め
ず
に
、
暫
定
的

に
令
和
５
年
の
計
画
の
延
長
と
い
う
形
を

と
っ
た
の
で
、
前
年
度
の
未
着
手
部
分
の
施

工
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
市
の
令
和
７
年
度
予
算
書
に
、
八
方

原
地
区
の
浸
水
対
策
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

毎
年
梅
雨
の
終
わ
り
の
時
期
に
や
っ
て
く

る
豪
雨
。予
報
と
雨
雲
の
状
況
を
み
な
が
ら
、

眠
れ
な
い
夜
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
の
豪
雨
の
後
に
、
市
長
に
対
策

を
お
願
い
し
た
折
に
は
「
50
年
に
一
度
の
雨

だ
っ
た
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
何
ら
か
の
水
害
が
起

き
て
き
ま
し
た
。
つ
い
に
直
接
的
な
対
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

九
田
川
の
水
位
が
上
が
っ
た
際
に
は
、
強

制
的
に
排
水
ポ
ン
プ
を
起
動
さ
せ
る
も
の
で

す
。
一
日
も
早
い
設
置
が
待
た
れ
ま
す
。

　

水
害
対
策
の
一
環
と
し
て
農
林
分
野
の
担

当
と
な
る
「
治
山
事
業
」
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
の
国
の
事
業
の
採
択
に
間
に
合
う
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
急
遽
関

係
者
の
同
意
を
得
る
た
め
に
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

国
の
治
山
事
業
に
な
る
と
、
防
災
の
た
め

の
山
地
と
な
り
、「
保
安
林
」
と
し
て
税
金

は
免
除
と
な
り
ま
す
が
、
伐
採
な
ど
に
も
、

許
可
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
岩
屋
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

強力なポンプが県道の下を通る水管で排水予定
令和７年度山口市予算書（HP 公開中）から転載。

事業の申請のために作成した計画図。この計画
が採択されるかどうかまだ、未定。

空は少し晴れてきたけれども、何もかも真っ白（2月８日）

厳しい寒さの朝の作業

雑草が水田から水路の中まで入り込んでいる

「
国
の
事
業
」
と
な
る
か
「
４
つ
の
砂
防
堰
堤
」
の
建
設

「
国
の
事
業
」
と
な
る
か
「
４
つ
の
砂
防
堰
堤
」
の
建
設

市
の
事
業
を
推
し
進
め
よ
う

水
路
の
土
砂
の
除
去

西ノ池農道の水路を自主施工で準備

家も道も田んぼも雪に覆われた土曜日の朝


